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●身近で起きた出来事や楽しい話題、イベントなどの情報をお待ちしています。

　情報管理室　☎ 23-3114（ダイヤルイン）、ＦＡＸ 22-1195

交 通事故ゼロを目指して

高齢者交通安全教室

　金田一交通安全母の会（工藤ミナ会長）と二戸警

察署（藤原剛署長）は９月 26 日、金田一コミュニ

ティセンターで体験型の高齢者交通安全教室を開き

ました。約 100 人が参加。同署職員による講話の

後、参加者は、運転手目線で危険予測をするシュミ

レータ―や４色ランプと同じマットを踏むクイック

ステップを体験。事故を防ぐために大事な「認知、

判断、操作」のトレーニングを行いました。 自分が運転手のつもりで危険を予測

北 東北の味と技が集結

トリコロールフェスタ×とり合戦

　青森県南・秋田県北東・岩手県北の味と技が一堂

に会するビッグイベント「トリコロールフェスタ」

が 10 月５日、６日の両日、なにゃーとで開かれま

した。また、岩手県北が鶏肉の一大生産地というこ

ともあり、おいしい鶏肉が競演する「とり合戦」も

同時開催。

　今年は青森の食と芸能がメイン。郷土芸能の披露

や豪華景品があたるクイズなど、さまざまな催しが

行われました。来場者は、トリコロールエリア自慢

の「食」と「伝統」を味わいながら楽しいひととき

を過ごしました。

①初出演のカシオペアキッ

ズクワイヤー／②なにゃと

やらフェスティバル／③県

北自慢の鶏肉／④会場はに

ぎわいを見せました

①

③

④

②

中 学生自ら SNS ルールを定める

中学生生徒会協議会、SNS ルール作成

　市内３つの中学校の生徒会で構成される、中学校

生徒会協議会はスマートフォンや SNS の使用に関

するルールを作りました。トラブルを未然に防ぐた

めに「インターネット上の会話ではなく、直接の会

話を大切にしよう」をもとに、生徒自身で４つの項

目を定めました。福岡中生徒会長の生内大
たい

河
が

さん（３

年）は「現実でのコミュニケーションを大切にする

ことを念頭に決めた。生徒会が率先して実践し、学

校に浸透させていきたい」と力を込めました。

福岡中美術部制作のポスターを手に笑顔の協議会メンバー

伊 加古を通じた地域交流

仁左平小、伊加古集会

　仁左平小学校（荒川優子校長）は 9 月 25 日、同

校体育館で「伊加古集会」を開きました。児童やス

クールガード、読み聞かせボランティアを行う地域

住民ら約 60 人が参加。地元の英雄伊加古の紙芝居

やナニャトヤラなどを通じて、交流を深めました。

　小船陽
はる

さん（6 年）は「伊加古のことをたくさん

知ることができた。ナニャトヤラでは踊りも覚え、

皆さんと楽しく交流をすることができた」と笑顔で

話しました。

ナニャトヤラを教わる児童ら

日 本の伝統芸能を生で体感

槻蔭舎きぼう塾

　槻蔭舎きぼう塾「講談で学ぶ九戸政実」は９月

20 日、市民文化会館で行われ、市内３つの中学校

の生徒が、落語や九戸政実を題材にした講談などの

古典芸能に触れました。講談の中では、会場を九戸

政実の乱の布陣に見立てて、各陣ごとに一斉にかけ

声をあげる一幕もあり、全員が参加しながら楽しみ

ました。福岡中の平野花
さ く ら

桜さん（１年）は「古典芸

能を実際に見るのは初めてだったがすごくおもしろ

かった」と本物の芸の技に感動している様子でした。

迫力ある講談を披露する神田鯉栄さん（右上）

先生や大人の人と一緒にはせがけも頑張りました！

全 校児童全員で収穫体験

御返地小稲刈り

　御返地小学校（新毛元昭校長）の全校児童 21 人

は９月 24 日、御返地地内の田んぼで稲刈り体験を

行いました。地元農家の指導の下、春の田植えから、

今回の収穫でははせがけまで行い、１年を通じて米

の収穫までの工程を学びました。

　田中朝
あさ

陽
ひ

さん（４年）は「稲を刈るときのザクッ

という感触が気持ちよかった。稲を刈るごとにだん

だんと上手くなって楽しく収穫できた」と収穫した

稲を持ちながら笑顔で話していました。
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チ ャンバラで九戸の乱体験

九戸城まつり

　九戸城まつりは９月 29 日、九戸城跡周辺で開

かれました。恒例の乗馬や弓道体験などのほか、

今回初めて企画されたチャンバラ合戦には約 120

人が参加。スポンジ製の刀で相手の腕についた命

（ボール）を落とすゲームで、この日は九戸の乱を

想定し、九戸軍と南部軍に分かれて戦い、大人も

子どもも入り乱れて、芝生の上を駆け回りました。

欠端萌
め

依
い

さんは「剣を使って相手のボールを落とす

のが楽しかった」と顔を火照らせながら話しました。

手加減無用の真剣勝負！

全 て二戸の食材でおいしい給食

オール二戸食材の日

　市は 10 月９日、市内の学校給食の献立すべてを

二戸産食材で賄う「オール二戸食材の日」を実施し

ました。この日の献立は、５種類の雑穀を一緒に炊

いた「５つ星ご飯」や短角牛を新鮮な野菜と煮た「ふ

るさと野菜のぎゅうっと煮」など 22 種類の二戸産

食材を使用した５品。二戸西小学校（大森健一校長）

では、生産者を交えた試食会も開催され、漆原愛
まな

美
み

さん（５年）は「おいしかった。次のオール二戸食

材の日も楽しみ」と笑顔で話しました。

オール二戸食材の給食に、大満足の様子でした

それぞれの思いを胸に、献花しました

ふ るさとの英霊たちを悼む

二戸市戦没者追悼式

　戦没者追悼式は 10 月８日、市民文化会館で執り

行われました。遺族や関係者など約 200 人が参列

し、戦争で亡くなった英霊たちの冥福を祈りました。

　二戸市遺族会の坂本悟
さとる

会長は、「亡くなられた方々

の思いを深く肝に銘じ、悲しみの歴史を繰り返さな

いためにも、平和で希望に満ちた社会の構築へ向け

努力していく」と誓いました。遺族のみなさんは、

同じ悲劇を 2 度と繰り返さないようにと願いを込

めながら献花し、手を合わせました。

News  &  Information

　（公社）岩手県栄養士会は10

月４日、二戸パークホテルで糖尿

病健康出前講座を開きました。約

80 人が参加。参加者は講演や試

食体験などで、予防方法や健康寿

命の延ばし方などを学びました。

N
健康寿命や糖尿病などを

考える講座

毎日できる運動で健康寿命 UP!

　市内農家で構成するいわてひ

ろファーム（関口泰史代表）の会

員５人が 10 月11日、藤原市長

を訪問し、二戸地域で初めて岩

手県版 GAP に認定されたことを

報告しました。GAP とは、農産

物の安全を確保し、より良い農

業経営を実現するための取り組

みで、認定を受けると東京 2020

オリンピック・パラリンピックへ

の食材提供も可能になります。

▼関口泰史さん（米、バレイショ）、

佐々木博さん（トマト、ホウレンソ

ウ）、小笠原大輔さん（米、タマネギ）、

佐藤崇久さん（キュウリ、リンゴ）、

関口進さん（キュウリ、リンゴ）

N 二戸地域初のGAP認定

認定を受け笑顔の会員の皆さんと藤原市長

　二戸農林振興センター林務室

は９月 26 日、二戸地区合同庁

舎の県民ホールに「明るく元気

な二戸の林業」常設展示コー

ナーを開設しました。３カ月ご

とにテーマを入れ替える予定

で、最初のテーマは「漆」。二

戸地域の林業に関する情報や魅

力を発信します。

N
林業常設展示コーナー

オープン

テープカットの様子

　市内のカーリング関係４団体は

９月 30 日、市に対してカーリン

グ場建設を求める要望書を提出

しました。この要望書では、市の

課題に対しての対策が盛り込ま

れ、認定 NPO 法人カシオペア市

民情報ネットワーク（中田勇司理

事長）が運営に当たることを表

明しています。市は今後、建設に

ついて慎重に検討していきます。

N
カーリング関係４団体が

市に要望書を提出

要望書を受け取りました

　市と（公社）ゴルフ緑化促進

会（大西久光理事長）は 10 月

3 日、市役所で漆うるわしの森

づくりに協力して取り組むため

の協定に調印しました。今年度

は、浄法寺町漆原地区約 3㌶の

予定地に約 3,000 本の漆の木

を植栽予定で、これまでにない

大規模な植栽となります。

N
漆うるわしの森づくりに

関する協定締結

協定を結び笑顔を見せる

　第 12 回カシオペア安全安心

ちびっこまつり（二戸地区防犯

協会連合会など主催）は 10 月９

日、市民文化会館で開催されま

した。二戸地域の園児ら約 700

人が参加。劇やコンサートを通

して防犯の心構えを学びました。

N 防犯の心構えを学ぶ

大人気の近未来警察カシオペアが敵を討つ

　金田一中学校（千田幸喜校長）

は市内13 カ所の福祉施設の協力

のもと、10 月９日に３年生が施

設で支援体験、10 日に１年生が

「認知症」について考える講話を

受けました。村上凌太さん（１年）

は「認知症の人を見かけたとき

は優しく接したい」と話しました。

N
金田一中生徒が福祉に触

れる

認知症について理解を深めました

　二戸市書道協会（堀内青巒会

長）は 10 月 12 日から 14 日、

市民文化会館展示室で、第 18

回二戸市書道協会展を開きまし

た。会員 20 人による力作 40

点が展示され、来場者は書の作

品に見入っていました。

N 二戸市書道協会展

二戸の先人の詩歌を書いた作品も展示

N ニュース➡

稲刈り通じ地域の主要産業を学ぶ

金田一中稲刈り

　金田一中学校（千田幸喜校長）の１年生は 10 月

10 日、金田一地内にある田んぼで稲刈り体験を行い

ました。この体験は、総合的な学習の一環として行

われたもので、地元金田一の主要産業である農業を

通じ、地域とのかかわりや働くことの理解を深めま

した。収穫体験をした生徒たちは、普段体験できな

い作業に笑顔を見せ、額に汗を流しながら懸命に収

穫をしました。収穫したものは今後ショッピングセン

ターニコアで販売する予定です。

大切に育てた稲を無駄にしないように丁寧に収穫しました
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News  &  Information

　食生活改善推進員は食事や運

動などを学び、家族と地域住民の

健康づくりのために活動します。

日時　11 月 28 日㈭、12 月 12

日㈭、１月 16 日㈭、２月 13 日

食生活改善推進員

養成講座募

募 募集➡ N ニュース➡お知らせ➡i

　年末調整関係事務の説明会を

開催します。事前に送付した年

末調整関係書類を持参ください。

日時　11 月 20 日㈬

①午前 10 時～正午、②午後１

時 30 分～３時 30 分

※受付は 30 分前から

※①、②とも説明内容は同じ

場所　市民文化会館 中ホール

問い合わせ先　二戸税務署法人

担当（☎ 23-2167）

事業者向け、令和元年分

年末調整説明会i

日時　12 月６日㈮

場所　 市役所１階会議室

入札時間　午前 10 時 30 分～

10 時 40 分

当日必要な物　①公売保証金（現

金）、②はんこ（個人の入札は認

印、法人の入札は代表者印、代

理人入札は委任状と代理人の認

印）、③身分証明書類（運転免許

証、健康保険証など）、④農地買

受適格者証明書（田、畑の不動

産買受希望者は、11 月８日㈮ま

でに農業委員会事務局へ申請し

てください）

公売財産　山林・保安林（堀野）、

畑（福田）、畑・山林・田など（浄

法寺）、家屋・宅地（軽米町上舘）、

山林・保安林（九戸村戸田）

※詳細はホームページへ

問い合わせ先　税務課（内線 2

44）

第 10回二戸地区合同公

売会（不動産）i
期日、場所　11 月９日㈯～ 17

日㈰：二戸ショッピングセンター

ニコア、12 月 10 日㈫～ 12 月

15 日㈰：二戸地区合同庁舎

内容　小中学生の作品（習字、

絵はがき）

問い合わせ先　二戸税務署総務

課（☎ 23-2701）

税に関する作品展i

訂正とお詫び

▼ 広報にのへ 10 月 15日号２ペー

ジ『プレミアム付商品券、申請お済

みですか』で購入期間を「令和２年

１月31日㈮まで」と掲載しましたが、

正しくは「令和２年２月28日㈮ま

で」です。訂正しお詫びいたします。

問い合わせ先　政策推進課（内線322）

▼広報にのへ10月15日号11ペー

ジ『井上るみ子 30周年記念リサイ

タル』で問い合わせ先の電話番号

を「☎ 090-4404-0361」と掲載し

ましたが、正しくは「☎ 090-9747-

0361」です。訂正しお詫びいたします。

問い合わせ先　情報管理室（内線716）

　市の一部が「銀河のしずく」

の栽培適地となりました。来年

度の作付けを希望する人は、作

付経営体として登録する必要が

あります。

申請期限　11 月 29 日㈮

問い合わせ、申請先　農林課

（☎ 23-0180）、地域支援課（☎

38-4474）

「銀河のしずく」の作付

経営体登録募

ふるさと納税（９月１日～30日）

漆産業振興のために

　21 件＝ 705,000 円

まちづくりのために

　60 件＝ 1,995,000 円

教育のために

　55 件＝ 902,000 円

福祉のために

　 ８ 件＝ 126,000 円

九戸城跡整備振興のために

　 ７ 件＝ 106,000 円

151 名さまより 383 万 4,000

円のご寄付をいただきました。

ありがとうございました。ご芳

名はホームページで紹介します

ご厚志ありがとうございます

田中舘愛橘博士の業績を描いた

た小説

　田中舘愛橘会（工藤武三会

長）は 9 月 30 日、二戸ロータ

リークラブの支援を受け購入し

た小説「メートル法と日本近代

化　田中舘愛橘と原敬が描いた

未来」345 冊のうち、120 冊を

市に寄贈しました。愛橘博士の

業績に焦点をあてた同書。

　子どもたちに愛橘博士の業績

の理解を深め、誇りに感じてほ

しいという思いを込めて、市内

の小中学校、高校へ受け渡され

ました。

同署を藤原市長へ手渡す工藤会長ら

N 秋の交通安全

二戸管内巡回広報指導パレード

二戸地方交通指導員連絡協議会（戸来千秋

会長）は９月 26 日、秋の全国交通安全運

動の一環として、二戸管内のスーパーマー

ケットや道の駅などで交通安全啓発活動を

実施しました

９月30 日、国道 4 号線の市と三戸町の県境

付近で行われ、両市町の関係団体合同で交通

事故防止を呼びかけました

A・I（愛）の架け橋セーフティ

ロード作戦

秋季優良交通団体・交通功労者・

優良運転者表彰

表彰状を受け取る簗部孝子さん（左）。市

内から 17 人と３団体が表彰されました

　カシオペア連邦議会議員協議

会は設立 25 周年を記念し講演

会を開催します。　

日時　11 月 16 日㈯午後２時～

３時30分（開場：午後１時15分）

場所　市民文化会館 中ホール

内容　小説家の高橋克

彦さんと IBC 岩手放送

アナウンサーの村松文

代さんによる対談講演

演題　「北の炎（ほむら）」

定員　先着 400 人（無料）

問い合わせ先　議会事務局（☎

23-1685）

高橋克彦氏・村松文代氏

対談講演会i

消費税率引き上げに伴う

上下水道料金の改定i
新消費税率の適用時期

【９月 30 日以前から継続して

使用している人】

➡ 10 月に検針した 11 月請求

分は消費税率 8％　

➡ 11 月に検針した 12 月請求

分は消費税率 10％

【10 月 1 日以降に使用を始め

た人】➡初回検針時から消費税

率 10％

※詳細はホームペー

ジへ

問い合わせ先　水道事業所（☎

23-6101）、下水道課（☎29-1130）

～八戸・二戸・久慈地域～

八戸
トピックス
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　今年も「はっち

市」が開催されま

す。９回目の今年

のテーマは「笑い」。

北は北海道、南は佐

賀県まで約 60 組の

クラフト作家が集まる大型屋内

クラフト市です。ワークショッ

プ、フードブース、ライブなど

盛りだくさんでお届けします。

日時　11 月 22 日㈮正午～午後

8 時、11 月 23 日㈯㈷午前 10

時～午後 6 時、11 月 24 日㈰午

前 10 時～午後 5 時

場所　はっち、マチニワ

※期間中、はっち 5 階に託児

室を設置します

問い合わせ先　八戸ポータル

ミュージアムはっち（八戸市三

日町☎ 0178-22-8228）

㈭、３月 12 日㈭、各回午前９

時 30 分～午後 3 時（予定）

場所　総合福祉センター

対象　市内在住で推進員として

活動する意欲があり、4 回以上

講座に出席できる人

定員　15 人 　参加費　無料

持ち物 　三角巾、エプロン

申込期限　11 月 21 日㈭

問い合わせ、申込先　国保予防

課（内線 224）

アツマランカ手芸講座

お正月飾り教室募
　きれいな花（造花）

を 使 っ て す て き な

「お正月飾り」を作っ

てみませんか。

日時　12 月１日㈰午

後１時～３時

場所　金田一コミュ

ニティセンター

講師　小林千鶴子さん

参加費　１作品 2,500 円程度

定員　15 人

持ち物　ハサミ、ニッパー

申込期限　11 月 15 日㈮

問い合わせ、申込先　金田一コ

ミュニティセンター（☎ 27-2114）


